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中隊隊員から中隊長へ

隊旗返還式（令和６年３月19日）

第５戦車中隊最期の雄姿

隊員から隊員への隊旗の受け渡し

中隊長から　　　　
連隊長へ隊旗が
　　　　返還された

令
和
六
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
第
五
戦
車
中
隊
廃
止

廃
止
に
伴
う
隊
旗
返
還
式

令和６年度　連隊改編　新体制令和６年度　連隊改編　新体制

７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班

連連隊隊長長要要望望事事項項
７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班「百 錬」「百 錬」

　
令
和
六
年
三
月
十
九
日
、
吹
雪
の
中
、

連
隊
改
編
行
事
・
第
五
戦
車
中
隊
廃
止
に

伴
う
隊
旗
返
還
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
第
五
戦
車
中
隊
は
平
成
二
年
三
月

二
十
六
日
に
新
編
さ
れ
本
日
ま
で
の

三
十
四
年
間
、
第
七
師
団
の
基
幹
部
隊
で

あ
る
第
七
十
三
戦
車
連
隊
の
戦
車
中
隊
と

し
て
国
防
の
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

　
廃
止
に
伴
う
隊
旗
返
還
式
に
お
い
て
は

現
所
属
の
隊
員
か
ら
隊
員
へ
と
隊
旗
が
受

け
渡
さ
れ
、
最
期
は
中
隊
長
か
ら
連
隊
長

へ
と
隊
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
隊
長
は
隊
員
へ
の
式
辞
の
中
で
「
第

五
戦
車
中
隊
は
、
三
月
二
十
日
二
十
四
時

を
も
っ
て
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ

と
と
な
る
が
、
中
隊
新
編
以
来
、
三
十
四

年
間
、凍
て
つ
く
寒
さ
の
中
、あ
る
い
は
、

砂
塵
の
舞
う
炎
天
下
、
第
五
戦
車
中
隊
の

諸
官
一
人
一
人
が
戦
車
を
整
備
し
、
走
ら

せ
、
射
撃
を
し
な
が
ら
創
り
あ
げ
て
き
た

良
き
伝
統
は
、
後
に
残
る
各
中
隊
に
取
り

込
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確

信
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
五
戦
車
中
隊
の
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

新
し
い
部
隊・中
隊
へ
と
異
動
し
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
三
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
第

七
十
三
戦
車
連
隊
は
編
成
を
完
結
し
、
新

た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
連
隊
は
引
き
続
き
陸
上
自
衛
隊
最
強
の

抑
止
力
・
対
処
力
で
あ
る
第
七
機
甲
師
団

の
基
幹
連
隊
た
る
に
相
応
し
い
戦
車
連
隊

で
あ
り
続
け
る
べ
く
、練
度
を
積
み
上
げ
、

即
応
態
勢
を
維
持
し
、
一
朝
事
が
起
こ
れ

ば
与
え
ら
れ
た
任
務
を
愚
直
に
遂
行
し
、

国
民
の
負
託
に
応
え
る
所
存
で
す
。
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新
着
任
幕
僚
・
中
隊
長
の
紹
介

新
着
任
幕
僚
・
中
隊
長
の
紹
介

　

こ
の
度
、
第
二
科

長
に
着
任
し
ま
し
た

村
木
一
尉
で
す
。

　

情
報
業
務
の
担
当

科
長
と
し
て
連
隊
の

任
務
達
成
の
た
め
、

最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
二
月
十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
間
、「
第
五
十
八
回
と
ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
隊
は
一
月
十
六
日
の
着
隊
か
ら
二
月
十
二
日
に
離
隊
す
る
ま
で
の
間
、
第
七
施
設
大
隊

と
と
も
に
ち
び
っ
子
滑
り
台
の
製
作
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
の
開
会
式
で
は
作
業
支
援
隊
に
対
し
、
苫
小
牧
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
の
当
日
は
、
作
製
し
た
ち
び
っ
子
滑
り
台
と
、
と
ま
チ
ョ
ッ
プ
の
雪
像
は
特
に
子

供
た
ち
か
ら
大
人
気
で
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
人
の
列
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
そ
う
に
滑
る
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
製
作
に
携
わ
っ
た
隊
員
は
大
き
な
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

階
級
　
一
等
陸
尉

氏
名
　
村
　
木
　
大
　
輔

前
職
　
第
四
戦
車
中
隊
長

【
第 
二 
科 

長
】

　

第
四
戦
車
中
隊
長

と
し
て
、
重
責
を
自

覚
す
る
と
と
も
に
、

中
隊
全
員
で
よ
く
鍛

え
、
隊
員
相
互
に
信

頼
し
合
い
、
何
事
に

も
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
中
隊
及
び
隊

員
の
育
成
に
邁
進
す

る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
宜

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

階
級
　
一
等
陸
尉

氏
名
　
香
　
川
　
正
　
也

前
職
　
第
五
戦
車
中
隊
長

【
第
四
戦
車
中
隊
長
】

　

最
先
任
上
級
曹
長

に
上
番
し
ま
し
た
吉

田
准
尉
で
す
。

　

准
曹
士
の
長
と
し

て
指
揮
官
企
図
を
徹

底
し
、
連
隊
の
団
結

及
び
活
性
化
に
貢
献

し
て
隊
員
と
と
も
に

成
長
す
る
決
意
を

も
っ
て
邁
進
す
る
所

存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

階
級
　
准
陸
尉

氏
名
　
吉
　
田
　
博
　
光

前
職
　
連
隊
本
部
庶
務
准
尉

【
第
六
代 

最
先
任
上
級
曹
長
】

大人気のちびっ子滑り台

当日も安全に滑れるように支援をしました

開会式にて表彰紹介される隊員

とまチョップ（記念撮影スポット）

第
五
十
八
回
と
ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
支
援
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新風を期待された
転入者

新体制で始まった
集中訓練

徹甲弾　
射撃訓練

戦車射撃競技会へ向け練成

年度初めの徹甲弾射撃訓練

スケートまつり担任中隊として参加（着隊式）

ちびっ子滑り台作製の様子

新戦力の根岸３尉

連
隊
集
中
訓
練

（
単
車
訓
練
）

射撃訓練前の
ミーティング

福
田
三
尉
　
　

幹
部
任
官
行
事

中　隊　だ　よ　り

本
部
管
理
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

　

新
年
度
を
迎
え
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
達
成
を
実
現
す
る
た
め
に
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

福
田
三
尉
は
三
月
に
幹
部
候
補
生
に
任
官
配
属

し
小
隊
長
と
し
て
の
万
日
の
稽
古
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
中
隊
長
、
香
川
一
尉
を
迎
え
要

望
事
項
で
あ
る
【
錬
磨
・
団
結
】
の
下
に
年
度
当

初
の
連
隊
集
中
訓
練
に
お
い
て
は
、
単
車
訓
練
及

び
班
訓
練
で
、
新
た
に
戦
車
長
の
職
に
つ
い
た
隊

員
は
先
輩
の
単
車
指
揮
か
ら
学
び
能
力
を
確
実
に

向
上
さ
せ
、
砲
手
は
自
ら
の
射
撃
術
に
、
操
縦
手

は
車
長
の
指
揮
の
基
で
の
戦
闘
操
縦
に
と
、
そ
れ

ぞ
れ
磨
き
を
か
け
、
連
隊
長
要
望
事
項
「
百
錬
」
を

具
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
今
年
度
も
全
車
快
走
、

訓
練
事
故
皆
無
で
連
隊
の
任
務
達
成
に
邁
進
し
ま

す
。
ま
た
、
五
中
隊
改
編
に
伴
い
多
く
の
隊
員
の

入
れ
替
わ
り
が
あ
り
新
生
第
四
戦
車
中
隊
と
し
て

新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
中
隊
長
要
望

事
項
で
あ
る
錬
磨
・
団
結
を
具
体
化
し
て
中
隊
一

人
一
人
が
理
解
し
実
行
で
き
る
中
隊
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
第
四
戦
車
中
隊
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

三
月
の
定
期
異
動
等
に
伴
い
、
小
隊
長
を
は
じ

め
多
く
の
隊
員
を
見
送
り
、
そ
し
て
多
く
の
隊
員

を
新
た
に
迎
え
入
れ
、
新
た
な
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

今
回
中
隊
に
残
る
こ
と
と
な
っ
た
私
自
身
と
し

ま
し
て
は
、
転
出
し
た
隊
員
達
は
中
隊
に
残
っ
て

引
続
き
頑
張
っ
て
欲
し
か
っ
た
な
、と
思
う
反
面
、

新
た
に
チ
ー
ム
入
り
し
た
方
達
に
よ
る
新
風
を
期

待
し
て
も
い
ま
す
。

　
「
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
し
か
も
も
と

の
水
に
あ
ら
ず
」

　

状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
精
強
な

中
隊
に
な
る
た
め
に
は
、
常
に
変
化
し
続
け
、
脱

皮
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
す
る

と
と
も
に
新
年
度
と
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く

「
百
錬
成
同
」
地
道
な
努
力
を
謙
虚
に
相
互
に
支

え
合
い
、
連
隊
任
務
完
遂
に
寄
与
す
べ
く
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
隊
員
皆
様
方
そ
し
て
御
家
族
を
含

め
た
益
々
の
ご
健
康
と
御
多
幸
を
第
一
に
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
緑
の
候
、
清
々
し
い
好
季
節
の
折
か
ら
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
隆
昌
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
第
三
戦
車
中
隊
は
昨
年
末
に
幹
部
候

補
生
で
あ
る
根
岸
三
尉
及
び
三
月
の
連
隊
改
編
で

十
二
名
の
隊
員
が
転
入
し
、
新
体
制
で
令
和
六
年

度
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
改
編
に
よ
り
七
名
の
隊
員
が
第
三

戦
車
中
隊
か
ら
転
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
中
隊
在

籍
間
の
功
績
へ
の
感
謝
と
異
動
先
で
の
更
な
る
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
連
隊
及
び
師
団
戦

車
射
撃
競
技
会
優
勝
を
目
標
と
し
て
、
戦
車
射
撃

練
度
向
上
及
び
戦
闘
力
の
組
織
化
に
係
る
練
度
を

向
上
し
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
第
三
戦

車
中
隊
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
競
う
、美
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
皆
様
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

第
二
戦
車
中
隊
は
、
一
月
二
十
八
日
に
幹
部
候
補

生
原
曹
長
を
新
た
に
迎
え
た
ほ
か
、
第
五
十
八
回
と

ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
支
援
担
当
中
隊
を
命
ぜ

ら
れ
、
暖
冬
及
び
積
雪
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、
施

設
小
隊
の
協
力
を
得
て
中
隊
全
員
を
も
っ
て
任
務
を

遂
行
し
、
民
生
の
安
定
と
防
衛
基
盤
の
拡
充
並
び
に

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
獲
得
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
の
定
期
異
動
及
び
連
隊
改
編
に
と
も

な
い
、
中
隊
か
ら
は
川
村
二
尉
、
齋
藤
二
尉
、
髙
橋

一
曹
、
濱
渦
一
曹
、
中
平
二
曹
、
杉
山
二
曹
、
小
澤

洋
介
二
曹
、
伊
藤
二
曹
、
小
澤
拓
也
二
曹
の
九
名
が

新
任
地
の
部
隊
並
び
に
他
中
隊
へ
転
出
さ
れ
、
金
田

三
尉
、
横
山
一
曹
、
田
端
一
曹
、
蓬
田
一
曹
、
福
田

一
曹
、
田
中
二
曹
、
矢
田
二
曹
、
嶝
二
曹
、
市
川
三

曹
、
村
上
三
曹
、
長
尾
三
曹
の
十
一
名
が
新
た
に
加

わ
り
、
四
月
か
ら
は
新
編
成
と
な
っ
た
二
中
隊
で
令

和
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
隊
を
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
方
々
に

思
い
を
馳
せ
、
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、こ
れ
ま
で
以
上
に
新
し
い
こ
と
に
躊

躇
す
る
事
無
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
は
六
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
中
隊
訓
練
検
閲
に

向
け
、
中
隊
長
を
核
心
と
し
て
隊
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
多
大
な
ご
支

援
、
ご
協
力
、
ご
声
援
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

隊
員
御
家
族
並
び
に
自
衛
隊
協
力
会
、
Ｏ
Ｂ
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
度
を

お
迎
え
の
事
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
末
、
戦
車
連
隊
の
改
編
及
び
三
月
の
定

期
異
動
等
に
よ
り
新
し
い
体
制
と
な
り
、
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り
一
層
中
隊
の
精
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
何
時
如
何
な
る
任
務
を
も
完

遂
し
得
る
実
力
を
保
持
し
つ
つ
、
戦
車
射
撃
競
技

会
に
お
い
て
、
不
断
の
努
力
を
続
け
中
隊
の
抱
え

る
弱
点
を
克
服
し
、「
部
隊
優
勝
」
を
勝
ち
取
る

た
め
、
中
隊
長
以
下
全
隊
員
が
考
え
て
実
践
す
る

こ
と
を
心
に
誓
い
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
等
に

励
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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表
彰
受
賞
者

第
三
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　

連　

本　

一
尉　

三　

宅　

真
太
郎

第
四
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　

連　

本　

二
尉　

茂
古
沼　

孝　

嗣

　

同　
　
　

同　
　

村　

山　
　
　

誠

　

本
管
中　

同　
　

在　

川　

邦　

之

　

同　
　
　

同　
　

渡　

邊　

拓　

矢

　

二　

中　

同　
　

齋　

藤　

晴　

香

　

一　

中　

同　
　

迎　
　
　

修　

平

　

四　

中　

同　
　

戸　

川　

幸　

二

　

三　

中　

同　
　

池　

田　

真　

史

　

二　

中　

三
尉　

小　

林　
　
　

渚

　

連　

本　

准
尉　

鈴　

木　

俊　

也

　

一　

中　

曹
長　

大
須
田　

典　

明

　

本
管
中　

一
曹　

原　

口　

雅　

欣

　

四　

中　

同　
　

亀　

井　

太　

郎

　

本
管
中　

同　
　

平　

元　

秀　

和

　

同　
　
　

二
曹　

松　

井　

恒　

一

第
四
級
賞
詞
［
車
両
無
事
故
］

　

本
管
中　

二
曹　

小　

林　

喜　

史

第
五
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　

四　

中　

一
尉　

村　

木　

大　

輔

　

五　

中　

三
尉　

岡　

澤　
　
　

誠

　

本
管
中　

曹
長　

広　

浜　

邦　

和

　

同　
　
　

二
曹　

福　

寿　

寿　

道

�

令
和
六
年
三
月
十
一
日
付

転
　
出
　
者

水
陸
機
動
団
戦
闘
上
陸
大
隊
へ

　
　
　

一　

尉　
　

三　

宅　

真
太
郎

　
　
　

二　

尉　
　

齋　

藤　

晴　

香

　
　
　

士　

長　
　

藤　

井　

愛　

斗

第
九
戦
車
大
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

迎　
　
　

修　

平

第
十
二
偵
察
戦
闘
大
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

渡　

邊　

拓　

矢

　
　
　

三　

曹　
　

富　

塚　

翔　

大

第
十
三
偵
察
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

戸　

川　

幸　

二

　
　
　

三　

曹　
　

深　

川　

拳
太
朗

第
七
後
方
支
援
連
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

在　

川　

邦　

之

静
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ

　
　
　

曹　

長　
　

大
須
田　

典　

明

第
一
陸
曹
教
育
隊
へ

　
　
　

曹　

長　
　

中　

山　

博　

則

機
甲
教
導
連
隊
へ

　
　
　

二　

曹　
　

徳　

渕　
　
　

剛

第
七
師
団
司
令
部
付
隊
へ

　
　
　

二　

曹　
　

福　

寿　

寿　

道

仙
台
病
院
へ

　
　
　

三　

曹　
　

高　

橋　
　
　

蒼

福
岡
病
院
へ

　
　
　

士　

長　
　

鳥　

井　
　
　

蓮

令
和
六
年
三
月
十
八
日
付

転
　
入
　
者

第
一
陸
曹
教
育
隊
か
ら

　
　
　

一　

曹　
　

廣　

川　

宗　

範

第
七
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら

　
　
　

二　

曹　
　

永　

井　

階　

也

第
十
二
偵
察
大
隊
か
ら

　
　
　

二　

曹　
　

嶝　
　
　

経　

義

第
一
偵
察
戦
闘
大
隊
か
ら

　
　
　

三　

曹　
　

山　

本　
　
　

涼

　
　
　

同　
　
　
　

平　

塚　

強　

真

令
和
六
年
三
月
十
八
日
付

連
隊
内
異
動

連
隊
本
部
へ

　
　
　

二　

尉　
　

池　

田　

真　

史

　
　
　

同　
　
　
　

川　

村　

祐　

仁

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

早　

川　

悠　

孝

　
　
　

同　
　
　
　

菅　

原　

巧　

美

　
　
　

一　

曹　
　

髙　

橋　

繁　

彦

　
　
　

二　

曹　
　

伊　

藤　

佳　

祐

　
　
　

同　
　
　
　

小　

杉　
　
　

大

第
一
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

二　

尉　
　

村　

山　
　
　

誠

　
　
　

一　

曹　
　

富　

島　

偉　

守

　
　
　

同　
　
　
　

上　

田　

宜　

弘

　
　
　

同　
　
　
　

山　

崎　

貴　

博

　
　
　

二　

曹　
　

杉　

山　

真　

一

第
二
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

一　

曹　
　

田　

端　

幸　

夫

　
　
　

一　

曹　
　

蓬　

田　

雅　

樹

　
　
　

同　
　
　
　

福　

田　

隆　

志

　
　
　

二　

曹　
　

矢　

田　

久　

敏

第
三
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

一　

曹　
　

菅　

原　

章　

大

　
　
　

二　

曹　
　

柏　

谷　

忠　

史

　
　
　

同　
　
　
　

小　

澤　

洋　

介

　
　
　

同　
　
　
　

小　

澤　

拓　

也

第
四
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

一　

曹　
　

濱　

渦　

泰　

志

　
　
　

同　
　
　
　

中　

田　

大　

介

　
　
　

二　

曹　
　

中　

平　
　
　

満

　
　
　

同　
　
　
　

中　

原　

大　

介

　
　
　

同　
　
　
　

西　

村　

倫　

幸

　
　
　

同　
　
　
　

高　

浜　

正　

憲

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日
付

連
隊
本
部
へ

　
　
　

一　

尉　
　

村　

木　

大　

輔

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　

一　

曹　
　

城　

戸　

暁　

規

　
　
　

同　
　
　
　

谷　

村　
　
　

学

　
　
　

二　

曹　
　

高　

橋　
　
　

奨

第
一
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

二　

曹　
　

澤　

田　

勇　

樹

　
　
　

三　

曹　
　

大　

井　

憂　

貴

　
　
　

士　

長　
　

藤　

島　

渉　

聖

　
　
　

一　

士　
　

三　

谷　

篤　

史

第
二
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

三　

尉　
　

金　

田　

和　

大

　
　
　

一　

曹　
　

横　

山　

博　

文

　
　
　

二　

曹　
　

田　

中　
　
　

良

　
　
　

三　

曹　
　

市　

川　

燎　

亮

　
　
　

同　
　
　
　

村　

上　

幸　

大

　
　
　

同　
　
　
　

長　

尾　

佳　

亮

第
三
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

三　

尉　
　

岡　

澤　
　
　

誠

　
　
　

一　

曹　
　

福　

田　

将　

之

　
　
　

同　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

淳

　
　
　

二　

曹　
　

結　

城　

正　

信

　
　
　

三　

曹　
　

立　

石　

道　

正

　
　
　

同　
　
　
　

豊　

島　

彩　

星

　
　
　

同　
　
　
　

井　

本　

航　

太

　
　
　

同　
　
　
　

谷　

地　

勇　

哉

第
四
戦
車
中
隊
へ

　
　
　

一　

尉　
　

香　

川　

正　

也

　
　
　

三　

尉　
　

福　

田　

修　

平

　
　
　

曹　

長　
　

永　

井　

正　

仁

　
　
　

二　

曹　
　

西　

川　

隆　

幸

　
　
　

士　

長　
　

山　

本　

康　

太

　
　
　

同　
　
　
　

仙　

場　
　
　

真

　
　
　

同　
　
　
　

岡　

本　

翔　

太

　
　
　

一　

士　
　

仲　

井　

恭　

成

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日
付

連
隊
本
部
へ

　
　
　

准　

尉　
　

吉　

田　

博　

光

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　

准　

尉　
　

鈴　

木　

俊　

也

令
和
六
年
四
月
一
日
付

昇
　
任
　
者

三
等
陸
尉
へ

　
　
　

一　

中　
　

二　

宮　

健　

斗

　
　
　

二　

中　
　

原　
　
　

一　

真

　
　
　

三　

中　
　

根　

岸　

晃　

輝

　
　
　

五　

中　
　

福　

田　

修　

平

令
和
六
年
三
月
十
六
日
付

三
等
陸
曹
へ

　
　
　

三　

中　
　

千　

葉　

遥　

翔

陸
士
長
へ

　
　
　

本　

中　
　

廣　

井　

貫　

汰

　
　
　

同　
　
　
　

川　

本　

京
太
朗

　
　
　

一　

中　
　

大　

野　

り
ん
こ

　
　
　

二　

中　
　

黒　

谷　

華　

輝

　
　
　

四　

中　
　

児　

玉　

真
裟
斗

令
和
六
年
四
月
一
日
付

人
事
往
来

 

連
隊
本
部

　

二
等
陸
佐　

堀
　
内
　
　
　
譲

�

令
和
六
年
二
月
十
九
日
付

祝祝 

定
年
退
官
者

誕　生
防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
紹
介

　

初
め
ま
し
て
、
こ
の
度
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
ダ
ー
ル
夕
紀
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
自
衛
隊
に
憧
れ
を
抱
い

て
お
り
、
い
つ
か
入
隊
し
た
い
と
願
い
十
代
の
頃
に

入
隊
試
験
を
受
け
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
入
隊
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
自
衛
隊
の
活
躍
を
見

て
は
心
か
ら
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
が
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
拝
見
し
て
、
自

分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
応
募
し

採
用
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
じ
て
実
り
あ
る
意
見
・
要
望
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
戦
車
中
隊

　

二
等
陸
曹　

宮
　
　
　
章
　
悟

　
　
　
　
　
　

次
女　

六り
っ
か花 

ち
ゃ
ん

�

令
和
六
年
一
月
二
日

令和６年度防衛モニター
ダール夕紀さん



勝　　　兜（５）第101号（創刊平成２年４月10日） 令和６年５月30日発行

札幌支社  新千歳営業所

佐々木  久美子

日替弁当400円

日替弁当500円

日替弁当400円

日替弁当500円

公式LINEお友達募集中

総合賠償型特約 ・ 親介護補償型（特約） ・ 団体長期傷害所得補償保険

私私
のの

趣

味

趣

味

　

私
の
趣
味
は
模
型
製
作
で
す
。

　

航
空
機
や
艦
船
等
、
様
々
な
種
類
の
模
型

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
戦
車
模
型
が
多
く
、
第
二
戦

車
中
隊
在
籍
間
は
定
年
退
官
者
や
定
期
異
動

者
に
記
念
品
と
し
て
９
０
式
戦
車
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

製
品
に
は
な
い
連
隊
の
部
隊
マ
ー
ク
は
自

作
で
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
ア
ン
テ
ナ
等
も
真

鍮
で
再
現
し
た
り
と
細
か
い
装
備
部
位
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
北
恵
庭
駐
屯
地
の
戦
車
記
念
館
や
南

恵
庭
駐
屯
地
の
広
報
館
に
も
私
が
作
成
し
た

模
型
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ

れ
ば
観
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
自
衛
隊
入
隊
以
来
最
も
体
重
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
盛
期
か
ら

三
十
キ
ロ
増
、
血
圧
が
上
昇
し
尿
酸
値
等
で
通
院
中
。

　

今
年
で
五
十
三
歳
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
健
康
な
身
体
を
勝
ち
取
る
べ
く
無
理
し
な
い
程
度
に
肉
体
改
造

し
、
更
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
ま
す
。

　

昨
年
度
の
持
続
走
競
技
会
で
は
、
高
血
圧
の
判
定
に
よ
り
不
参
加
が
決

定
。
私
自
身
、
参
加
可
能
と
思
っ
て
い
て
も
医
師
の
診
断
に
は
勝
て
ず
、

決
意
す
る
時
が
来
た
と
感
じ
、
十
キ
ロ
の
減
量
と
血
圧
の
数
値
を
人
並
み

に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
健
康
の
維
持
増
進
に
繋
が
れ
ば
個
人
・
部
隊
と
し
て
精
強

な
隊
員
の
育
成
に
繋
が
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
と
一
緒
に
次
の
持
続
走
競

技
会
ま
で
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し

競
技
会
で
颯
爽
と
走
る
お
じ
さ

ん
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

最
後
に
健
康
な
身
体
と
心
で

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　「
決
意
表
明
」

第
五
戦
車
中
隊
員
と
し
て
の
矜
持

〈〈〈〈〈   

七
三
Ｏ
Ｂ
会  

〉〉〉〉〉

74式・90式戦車の模型 南恵庭広報館にて展示

　

昭
和
五
十
八
年
九
月
末
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
第
七
十
三
戦
車
連
隊
第
四

　

昭
和
五
十
八
年
九
月
末
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
第
七
十
三
戦
車
連
隊
第
四

戦
車
中
隊
に
着
任
以
来
、
幾
多
の
転
勤
を
し
つ
つ
定
年
退
職
後
も
北
海
道
で

戦
車
中
隊
に
着
任
以
来
、
幾
多
の
転
勤
を
し
つ
つ
定
年
退
職
後
も
北
海
道
で

生
活
し
、
四
十
年
あ
ま
り
経
過
し
た
。

生
活
し
、
四
十
年
あ
ま
り
経
過
し
た
。

　

着
任
当
時
は
北
恵
庭
駐
屯
地
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
平
成
二
年
三
月
末
南

　

着
任
当
時
は
北
恵
庭
駐
屯
地
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
平
成
二
年
三
月
末
南

恵
庭
駐
屯
地
に
移
駐
し
、
同
時
期
に
第
五
戦
車
中
隊
が
新
編
さ
れ
た
。

恵
庭
駐
屯
地
に
移
駐
し
、
同
時
期
に
第
五
戦
車
中
隊
が
新
編
さ
れ
た
。

　

そ
の
第
五
中
隊
が
三
十
四
年
余
り
で
廃
止
と
な
り
先
日
廃
止
に
伴
う
謝
恩

　

そ
の
第
五
中
隊
が
三
十
四
年
余
り
で
廃
止
と
な
り
先
日
廃
止
に
伴
う
謝
恩

会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
五
戦
車
中
隊
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
元
年
ま
で
遡
り
、
Ａ
Ｏ
Ｃ
卒
業
後

　

第
五
戦
車
中
隊
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
元
年
ま
で
遡
り
、
Ａ
Ｏ
Ｃ
卒
業
後

連
隊
に
帰
隊
す
る
や
七
師
団
特
技
転
換
教
育
隊
の
運
用
訓
練
幹
部
を
命
ぜ
ら

連
隊
に
帰
隊
す
る
や
七
師
団
特
技
転
換
教
育
隊
の
運
用
訓
練
幹
部
を
命
ぜ
ら

れ
た
。

れ
た
。

　

こ
の
教
育
隊
は
、
年
度
末
に
各
戦
車
連
隊
に
新
編
さ
れ
る
第
五
戦
車
中
隊

　

こ
の
教
育
隊
は
、
年
度
末
に
各
戦
車
連
隊
に
新
編
さ
れ
る
第
五
戦
車
中
隊

の
た
め
の
戦
車
乗
員
を
育
成
す
る
教
育
で
あ
り
、
第
十
一
普
通
科
連
隊
、
第

の
た
め
の
戦
車
乗
員
を
育
成
す
る
教
育
で
あ
り
、
第
十
一
普
通
科
連
隊
、
第

七
特
科
連
隊
、
第
七
施
設
大
隊
、
第
七
通
信
大
隊
等
、
第
七
師
団
内
各
部
隊

七
特
科
連
隊
、
第
七
施
設
大
隊
、
第
七
通
信
大
隊
等
、
第
七
師
団
内
各
部
隊

か
ら
要
員
が
集
ま
り
、
戦
車
連
隊
ご
と
に
戦
車
乗
員
に
関
わ
る
教
育
を
実
施

か
ら
要
員
が
集
ま
り
、
戦
車
連
隊
ご
と
に
戦
車
乗
員
に
関
わ
る
教
育
を
実
施

し
た
。

し
た
。

　

こ
の
教
育
を
終
了
後
は
、
南
恵
庭
駐
屯
地
移
駐
後
最
初
の
新
隊
員
教
育
隊

　

こ
の
教
育
を
終
了
後
は
、
南
恵
庭
駐
屯
地
移
駐
後
最
初
の
新
隊
員
教
育
隊

の
区
隊
長
を
、
教
育
終
了
後
の
夏
に
富
士
学
校
機
甲
科
部
訓
練
班
に
異
動
、

の
区
隊
長
を
、
教
育
終
了
後
の
夏
に
富
士
学
校
機
甲
科
部
訓
練
班
に
異
動
、

当
時
の
訓
練
班
長
が
連
隊
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
七
年
三
月
約
四

当
時
の
訓
練
班
長
が
連
隊
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
七
年
三
月
約
四

年
半
ぶ
り
に
南
恵
庭
駐
屯
地
に
戻
り
第
四
代
第
五
戦
車
中
隊
長
に
上
番
し
た
。

年
半
ぶ
り
に
南
恵
庭
駐
屯
地
に
戻
り
第
四
代
第
五
戦
車
中
隊
長
に
上
番
し
た
。

　

第
五
戦
車
中
隊
の
隊
員
た
ち
は
、
富
士
学
校
・
新
隊
員
教
育
隊
・
特
技
転

　

第
五
戦
車
中
隊
の
隊
員
た
ち
は
、
富
士
学
校
・
新
隊
員
教
育
隊
・
特
技
転

換
教
育
で
顔
を
合
わ
せ
た
隊
員
や
他
中
隊
に
所
属
し
て
い
た
隊
員
等
、
懐
か

換
教
育
で
顔
を
合
わ
せ
た
隊
員
や
他
中
隊
に
所
属
し
て
い
た
隊
員
等
、
懐
か

し
い
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、
縁
を
感
じ
る
日
々
で
あ
っ
た
。

し
い
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、
縁
を
感
じ
る
日
々
で
あ
っ
た
。

　

印
象
あ
る
訓
練
と
言
え
ば
、
小
隊
長
計
画
の
小
隊
訓
練
を
、
時
に
は
Ａ
Ｃ
‐

　

印
象
あ
る
訓
練
と
言
え
ば
、
小
隊
長
計
画
の
小
隊
訓
練
を
、
時
に
は
Ａ
Ｃ
‐

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
訓
練
の
状
況
開
始
す
る
ま
で
の
早
朝
数
時
間
を
活
用
し
た
り
、
小

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
訓
練
の
状
況
開
始
す
る
ま
で
の
早
朝
数
時
間
を
活
用
し
た
り
、
小

隊
検
閲
は
二
夜
三
日
（
総
走
行
距
離
約
一
五
〇
㎞
）
で
実
施
し
た
り
、
冬
季

隊
検
閲
は
二
夜
三
日
（
総
走
行
距
離
約
一
五
〇
㎞
）
で
実
施
し
た
り
、
冬
季

も
小
隊
検
閲
を
計
画
し
た
。

も
小
隊
検
閲
を
計
画
し
た
。

　

整
備
班
は
す
ぐ
に
Ｂ
整
備
・
Ｃ
整
備
を
実
施
し
、
燃
料
は
約
半
年
で
年
配

　

整
備
班
は
す
ぐ
に
Ｂ
整
備
・
Ｃ
整
備
を
実
施
し
、
燃
料
は
約
半
年
で
年
配

当
分
を
使
い
果
た
し
、
四
科
に
増
加
配
当
を
要
望
す
る
な
ど
、
時
間
・
場
所

当
分
を
使
い
果
た
し
、
四
科
に
増
加
配
当
を
要
望
す
る
な
ど
、
時
間
・
場
所

が
あ
れ
ば
よ
く
戦
車
を
動
か
し
た
。

が
あ
れ
ば
よ
く
戦
車
を
動
か
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
ば
か
り
で
は
な
く
当
時
は
中
隊
長
時
間
と
い
う
課
目
時
間
？

　

ま
た
、
訓
練
ば
か
り
で
は
な
く
当
時
は
中
隊
長
時
間
と
い
う
課
目
時
間
？

が
あ
り
、当
時
流
行
っ
て
い
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
発
祥
の
地
幕
別
町
ま
で
行
っ

が
あ
り
、当
時
流
行
っ
て
い
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
発
祥
の
地
幕
別
町
ま
で
行
っ

て
団
結
の
強
化
？
を
図
っ
た
。
他
に
も
思
い
出
深
い
訓
練
・
出
来
事
が
多
々

て
団
結
の
強
化
？
を
図
っ
た
。
他
に
も
思
い
出
深
い
訓
練
・
出
来
事
が
多
々

あ
り
、
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
。

あ
り
、
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
。

　

新
編
に
関
わ
り
、指
揮
・
統
率
し
た
部
隊
で
あ
る
第
五
中
隊
が
役
目
を
終
え
、

　

新
編
に
関
わ
り
、指
揮
・
統
率
し
た
部
隊
で
あ
る
第
五
中
隊
が
役
目
を
終
え
、

廃
止
と
な
る
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
所
謂
防
衛
三
文
書

廃
止
と
な
る
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
所
謂
防
衛
三
文
書

の
も
と
、
防
衛
力
強
化
へ
の
発
展
的
改
編
と
捉
え
、
第
五
中
隊
員
と
し
て
の

の
も
と
、
防
衛
力
強
化
へ
の
発
展
的
改
編
と
捉
え
、
第
五
中
隊
員
と
し
て
の

矜
持
を
も
っ
て
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
等
で
精
進
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

矜
持
を
も
っ
て
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
等
で
精
進
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
第
四
代 

中
隊
長

　
　
　
千
　
葉
　
　
　
茂

❖ 

模
型
造
り

�

連
隊
本
部
第
四
科
部
隊
補
給
陸
曹
　
二
等
陸
曹
　
伊
藤
　
佳
祐

❖ 

私
の
目
標

�

本
部
管
理
中
隊
先
任
上
級
曹
長
　
陸
曹
長
　
山
内
　
　
聡



勝　　　兜令和６年５月30日発行　　　 第101号（創刊平成２年４月10日）（６）  

第５戦車中隊さらば 第５戦車中隊さらば

Ｈ５　冬季戦技競技会（アキオ曳行）Ｈ５　冬季戦技競技会（アキオ曳行）

思い出の74式戦車思い出の74式戦車

90式戦車の砲身（FULL BACK）
90式戦車の砲身（FULL BACK）

H30.9　北海道胆振東部地震H30.9　北海道胆振東部地震

H29.11　特重訓練H29.11　特重訓練

R5.9　連隊戦車射撃競技会
R5.9　連隊戦車射撃競技会

R2.2　冬季遊撃帰還式R2.2　冬季遊撃帰還式
R6.3　最期の記念撮影R6.3　最期の記念撮影

令和５年方面隊戦車射撃競技会
令和５年方面隊戦車射撃競技会

最期の戦車射撃競技会
最期の戦車射撃競技会

独自の中隊マーク独自の中隊マーク

Ｈ12　即応予備自衛官訓練（函館地区）Ｈ12　即応予備自衛官訓練（函館地区）

平成２年　隊舎前の造園始まる平成２年　隊舎前の造園始まる

５中隊の記念の木は「皐月」５中隊の記念の木は「皐月」第５戦車中隊新編（初代中隊長・徳丸１尉を囲んで）第５戦車中隊新編（初代中隊長・徳丸１尉を囲んで）
２. ３. 26２. ３. 26

年忘れ行事年忘れ行事

2024連隊カレンダーは2024連隊カレンダーは
５中隊の戦車　95-2083５中隊の戦車　95-2083

令和６年３月９日　ホテルグランテラス千歳にて令和６年３月９日　ホテルグランテラス千歳にて

銃授与式銃授与式

「皐月」はつつじの種類の木です。
　この木は、大花あり、中花あり、小花あり、葉も大葉、中葉、小葉、
また花模様もふく輪あり、ぼかしあり、ふ入りありと分類も多岐
に亘っています。
　隊員も皐月のように多士済々でありますが、その根は一本であ
ります。
　中隊長を核心として一本の根にまとまり精強への道を目指して
いきたいという願いをこの木に託しました。
　今年も隊舎前では綺麗な花が咲いています。


